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研究主題 学校や地域の特性を生かし自ら学び

自ら考える力をはぐくむ指導の工夫

1研 究主題設定の理由

1こ れか らの学校教育のね らいか ら

教育課程審議会答申(平 成10年7月)に 示 されたよ うに、 これか らの学校教育 は、生 きる

力を育成す るとい う基本的 な観点か ら、①豊かな人間性や社会性、国際社会に生 きる日本人

としての 自覚の育成、② 自 ら学 び自ら考え る力の育成、③基礎 ・基本の定着 と個性を生かす

教育 の充実、④創意工夫を生か した特色 ある教育 の推進、の4点 が重視 されている。 この中

で も、へ き地教育の課題等 を踏 まえ ると、②及び④ は、特に重視すべ き観点 と考え る。

2学 校 ・地域の特性 や児童 ・生徒の実態か ら

一般的なへ き地の特性 と して は
、住民の問 に相互扶助の伝統が あ り、人間関係が密接であ

ること、 また、伝統的な文化が継承 され、豊かな 自然環境に も恵 まれてい ることなどがあ る。

さらに、地域 と学校 との結 び付 きが強 く、学校教育への期待 も大 きいため、地域住民や保護

者は学校の教育活動に も協 力的であ るとい う傾向が見 られ る。

このような環境の中で育っ児童 ・生徒の特性 は、素直で純 朴かっ穏和であ り、学習活動 に

ま じめに取 り組む姿勢が見 られ るが、少人数の固定 された人間関係の中で学んで いるため、

自分 の考えや気持 ちを表現す ることを苦手 とす る傾 向 も強い。近年 は、テ レビゲームの普及

などで家に閉 じ籠 もることが多 く、地域の 自然や人々に触れ る機会が減少す ることによ り、

地域への関心や愛着が希薄 になって きている傾向 も見 られ る。

このような状況の中で、へ き地の児童 ・生徒たちには、地域 とのかかわ りを深め るととも

に、 自 ら積極的 に学習に取 り組み、 自分 な りの意見や考えを主張 しなが ら共 に刺激 し合い、

学 び合 い高め合お うとす る意欲や態度 の育成が大 きな課題 とな って いる。

上記1・2の ことか ら、研究主題 を 「学校や地域の特性 を生か し、 自ら学 び自 ら考え る力

をは ぐくむ指導の工夫」 と し、授業実践を通 した研究 に取 り組 む ことと した。

皿 目指す児童 ・生徒像

(1)身 近 な地域の中か ら自 ら課題を見付 け、主体的 に問題を解決 しようとす る児童 ・生徒

(2)友 達 とのかかわ りの中で、 自分 との違いを認 め合 い、共 に高 め合 う児童 ・生徒

(3)地 域の文化や 自然を知 り、地域社会の一員 として活動 で きる児童 ・生徒

皿 研究の仮説

(1)学 校や地域の特性 を生か した教材開発や指導法、指導計画の工夫によ り、身近 な地域の

事象の中か ら自 ら課題を見付 け、主体的 に課題解決 しよ うとす る意欲 がは ぐくまれ るで あ

ろ う。

② 学習活動の 中に、友達 と協力 した り、話 し合 う場面を繰 り返 し設け ることによ り、 自分

との違いを認め合い、共 に高め合いなが ら学ん でいこうとす る態度がは ぐくまれ るで あろ

う。

(3)地 域の文化や 自然、地域の人々 と触れ合 う活動や体験 的な活動を取 り入れ ることによ り、

地域 に対す る理解 と愛着 を深め、地域社会の一 員 として活動 しよ うとす る意欲や態度が高

まるであろ う。
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IV研 究の全体構想

① 豊かな人間性や社会性、日本人としての自覚の育成

③ 基礎 ・基本の定着と個性を生かす教育の充実

くこれか らの学校 教育の ね らい>

0

④

自ら学び自ら考える力の育成

創意工夫を生かした特色ある教育の推進

く背 景 〉
一 学校・地域の特性 一 一 保 護 者 の 願 い

児 童 ・生徒 の実態 指 導 の 実 態
・伝統的文化の継承 ・豊かな人間関係 ・素直 ・素朴 ・穏 和 ●きめ細か な児童 ・生徒理 解

●豊 かな 自然環 境 ・楽 しい学校生 活 ●異学年間の密接な関係 ・豊富な地域素材を生かす指

・過 疎化 、少 子化 による地 ・確 かな学 力 ・自然 に触れ る機 会が減少 導の推進が必要

域の変容 ・健康で安全な生活 ・人間関係が親密 ●集団活動が比較的困難

・交通が不便 ・地域 の一 員の 自覚 ・与え られた課題 にはま じめ ●主体的活動を促す指導の必

・地 域 と学校 との結 び付 き ●地域の特性を生かした教 に取り組む 要性
が強い 育 ●自分の考えや気持ちを表現 ●問題解決的な学習活動をさ

・地域素材が豊富 ●自分の考 えを もち、 表現 するのが苦手 らに展開す る ことが必要

で き る力

i
1

研 究 主 題
1

学校や地域の特性を生かし

自ら学び自ら考える力をはぐくむ指導の工夫

〈目指 す児童 ・生 徒像 〉

①

②

③

自ら課 題を見付 け、主体的 に問題 を解 決 しようとす る児 童 ・生徒

友だ ち とのかか わ りの中で 、自分 との違 いを認 め合い、 共に高め合 う児童 ・生 徒

地域 の文化や 自然 を知 り、地 域社会の 一員 と して活動で きる児童 ・生 徒

〈研 究 の 仮 説 〉

① 学校や地 域の特性 を生か した教 材開 発や指導法 、指 導計画 の工夫 によ り、身近 な地域の 事象の中 か ら自ら課題 解決 して い こ

うとす る意 欲が は ぐくまれ るで あろ う。

② 学習活動 の中 に、 友だ ちと協 力 した り、話 し合 いの場面 を繰 り返 し設 け ることによ り、自分 との違 いを認 め、共に高め合 い

なが ら学ん でい こうとす る態度が は ぐ くまれ るであろ う。

③ 地域の 文化や 自然 、地域の人 々 と触 れ合 う活動 や体験的 な活動を取 り入れ るこ とに より、地域社 会に対す る理 解 と愛情 を深

め、地域社 会の一員 と して活動 しよ うとする意識 が高 まるであろ う。

1

① 青 梅 市 立 第 六 小 学 校

〈実 践

② 奥多摩町立小河内中学校

研 究〉

③ 神 津島 村立 神 津 中学 校 ④ 八王子市立みなみ野中学校

「キラ ッと生 きる」

小学6年(総 合)

「へ き地 と都 会

どっちが住み よいか」

中学2年(社 会)

「神津島近 海地震災 害にっ いて

調べ よ う」

中学2年(総 合)

「みなみ野 の街を調べ よ う」

中学2年(社 会)

⑤ 日の出町立平井中学校 ⑥ 三 宅 村 立 坪 田中 学 校 ⑦ 青 梅 市 立 新 町 小 学 校 ⑧ 青梅 市 立 霞 台 小学 校

「身の まわ りの科学」

中学i年(理 科)

「2000年三宅 島噴火を

記録 に残 そ う」

中学3年(総 合)

「楽 しいボー ルゲーム」

小学3年(体 育)

rWebサ イ トで 考え る

バ リア フ リーの街づ くり」

小学6年(総 合)

実践等の分析と評価を通した仮説の検証

i

研究のまとめと今後の課題
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V研 究の内容

<検 証事例1>「 地域 の高齢者 とかかわ り、触れ合う活動を通 して、

自分 自身のかかわ り方 について自ら考える力 をは ぐくむ指導 の工夫」

(小学校第6学 年 総合的な学習の時間)

1単 元名 とね らい

(1)単 元名 「キラ ッと生 きる」～高齢化社会、私たちにで きること～

(2)単 元のね らい

ア 身近 にいる高齢者の ことを考え ると共 に、資料等か ら高齢者が増 えて きた実態をつか

んで、 どのよ うな問題が あ るのかを考え、問題意識を もっ ことがで きる。

イ 身近にいる高齢者が今どん なことを求 めて いるのか、進んで取材 し、気持 ちや願 いを

感 じ取 り、 これか ら自分たちに何がで きるか、 自分 な りの考えを もっ ことがで きる。

ウ 身近 にい る高齢者 との交流 を通 し、触れ合 うことで、身近な地域 に対す る理解 と愛情

を深め ることがで きる。

2単 元 を通 した授業仮説

ア 身近 に高齢者が多数い るとい う地域の特性を生か した指導計画を工夫す ることによ り、

児童は自 ら課題 を もち、解決 しよ うとす る意欲が高 まるで あろ う。

イ グループによ る活動を多 く取 り入れ、協力 した り意見交換 した りす る場 を設 けることに

よ り、共 に高め合い認め合 ってい こうとす る態度が は ぐくまれ るであろ う。

ウ 地域の高齢者 と実際 に触れ合 うことにより、地域をよ り深 く理解 し、地域 に誇 りを もっ

ことがで きるようになるであ ろう。

3地 域 の様子

青梅市の最西端にある本校 は、武蔵御岳神社をは じめ と して、史跡や伝統芸能が多 く残 さ

れた地域 にあ る。 また、秩父多摩 国立公園の中にあ り、春秋 には多 くの観光客が訪れ る自然

環境 に恵 まれた地域 であ る。 本校 は、本年度で創立127年 目の歴史を持 ち、保護 者や地域 の

人々の多 くが本校の卒業生であ り、地域の人 々の本校 に寄せる期待 は大 きい。 昭和30年 、青

梅市 との合併によ り現在の校名 にな ったが、それまでの三田村立三 田小学校の校歌が現在 も

歌われ、三 田の学校、三 田っ子 とい う言葉が 日常 的に使われているのが現状 である。

4児 童の実態

保育園、幼稚園の時か ら同 じ集団で過 ごして きているため、互 いの理解がよ くで きていて、

助 け合い協力す ることがで きる。 しか し、人間関係が固定 してい るため、切磋琢磨 して相互

に高あ合お うとす る様子が 見 られない傾 向が ある。話 し合い も、特定の子 どもの意見で決定

して しま うことが多 く、多様 な見方や考え方をす ることがで きに くい状況 にあ る。二世代、

三世代で暮 らす家庭が多 く、 クラスの七割以上の児童が、高齢者 と生活を共に して いる。 し

か し、身近 にいるためか、高齢者の ことにっ いて じっ くり考え ることはあまりな く、高齢者

を敬 う気持 ちを高め る必 要性が感 じられ る。昨年の三田 っ子 まっ りでは、地域の高齢者を招

待 して、歌の発表を した。 多 くの高齢者が歌声 に感動 して くれ たことで、子 どもたちは満足

な様子だ ったが 、自分たちの一方的 な発表であ り、 自己満足 に近 い状 況で あった。 そ こで、

今回の学習を通 して、一方通行 の交流で はな く、双方向の交流を図 り、高齢者の気持 ちにつ

いて も深 く考え る場を設定 し、 自分 自身を振 り返 ることがで きるよ うに したいと願 っている。
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5単 元学習指導計画における仮説 と検証の視点(11時 間)

時 学 習 計 画 各段階における仮説 検 証 の 視 点

1 ・高齢化社会の問題に 。ビデオや資料を活用す るこ ●高齢化社会が抱えている問

● 関するビデオや資料 とによ り、児童の興味 ・関 題 につ いて、具体的事例を

2 を 見 て 、実 情 を 知 心を引 き出 し、問題意識を 通 して、気付 くことがで き

り、高齢者 について 高め るであろ う。 たか 。

考 え る。

3 ・地域の高齢者と触れ ○地域の高齢者が望むよ うな ●地域 の高齢者が望んで いる

● 合 うた め に、 三 田 っ まっ りを計画す ることによ ことを、高齢者の立場 に立

4 子 まつ りの計画を立 り、高齢者 についての考え って考 え る こ とが で きた

て る 。 を深め、思 いや りの気持 ち か 。

を もっ で あ ろ う。

5 oグ ル ープ で、 三 田 っ 。グル ープで招待状を作 る こ ●グループで協力 して、喜ば

子まつりの招待状を とにより、お互 いの意見を れ るよ うな招待状 を作 るこ

作 る。 尊重 し、協力す る態度が育 とが で きたか。

つ で あ ろ う。

6 。地域の高齢者の家 ・地域の高齢者と直接触れ合 ●地域 の高齢者に、三 田っ子

● を訪ね、三田っ子 ま うことで、地域社会の一員 まっ りを説明 し、招待状を

7 つりの招待状を手渡 としての 自覚が高ま るで あ 渡す ことがで きたか。

す 。 ろ う。

8 〇三 田 っ子 まっ りで 、 ・高齢者 とのふれあいを通 し ●高齢者 と触れ合 いを もっ こ

● 高齢者 と触れ合 う。 て、高齢者の気持ちや願 い とがで きたか。

9 ・休憩所をっ くり、高 を感 じ取 り、 い た わ りや ●高齢者 の立場にな り、接待

齢者との交流を深め 思 いや りの心が育つであろ す ることがで きたか。

る 。 う 。

10 ・触れ合いを通 して、 oグ ループ別による発表を行 ●意見を交換 し、考 えを深め

感 じた ことや、 自分 う ことに よ り、 お 互 い の よ ることがで きたか。

たちに何ができるか さを認め合い共 に高め合 っ ・他の グループのよさを認め

につ いて 、 グル ー プ てい くことがで きるであろ ることがで きたか。

ごとに考え、発表す う 。

る。(本 時)

11 G今 後の活動にっ い ・引き続き触れ合う活動を計 ●自然 に交流 を続 け る こと

て計画を立てる。 画す ることによ り、地域や ができる計画が立てられた

そこに暮らす高齢者に対す か 。

る、理解 と愛情が深 まるで

あ ろ う。
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6本 時の学習指 導

(1)題 材 「これか ら私た ちにで きることを考え よ う」

(2)本 時のね らい

ア 高齢者 との交流を通 して、感 じた ことを発表す ることがで きる。

イ 今後、 自分たちにで きることにっ いて、 グル ープで協力 して考 えを もっ ことがで きる。

(3>本 時の授業仮説

ア 高齢者 と触 れ合 った ことを振 り返 ることにより、地域社会に働 きか けよ うとす る意識

が高 まるであろ う。

イ 協力 して話 し合 うことを通 して、互いのよさを認め合 い、高あ合 って い くことができ

るであろう。

(4)展 開

児 童 の 活 動 教師の支援 ・指導上の留意点 検証の視点(方 法)

導

入

。本時のね らいを確認

す る。
・これ までの活動を振

り返 る。

●デ ジタル カメラで撮影 した

画像を活用 し、 これ までの

活動を振 り返 ることがで き

るよ うにす る。

●静かに話が 聞けたか。

(観察)

展

開

・これ までの活動か ら

感 じたことを発表す

る。
・グル ー プ に 分 か れ

て、高齢者の家を訪

問 した ことや、三田

っ子 まつ りを振 り返

り、感 じた ことな ど

を話 し合 う。
・話 し合 った意見を短

冊 に記入 し、 グルー

プごとに発表す る。

。三 田っ子 まつ りに来

た、高齢者の感想を

知 る。
・グループか ら出た課

題を もとに、今後 自

分たちに何がで きる

かを考 える。

●グループの話 し合 いの とき

に、意見を まとめやすいよ

う、色別短冊を用意す る。
●必要 に応 じ、発表の補足を

す る。
●発表の よい点 を認め合え る

よ うに留意する。

・高齢者に書いて もらった、

感想を紹介す る。
・自分たちの考えだけではな

く、高齢者の気持 ちを大切

にす ることを確認す る。

●無理のない計画を立て られ

るよ うに留意す る。

・今 までの活動を振 り返 る こ

とがで きて いるか。

(観察 ・記述内容)
●グループで、協力 して話 し

合い活動を してい るか。

(観察)
●みんなにわか りやすいよ う

に発 表 す る こ とが で きた

か。(観 察)
・他の グループの よい点 を認

め ることがで きたか。

(発言内容)

ま

と

め

・高齢者か らの メ ッセ

ー ジビデオを見 る
。

●これか らの活動 に も意欲的

に取 り組め るよ うにす る。

●今後 の活動 に意欲を もっ こ

とがで きたか。

(観察 ・発言)

(5)評 価

ア 今 までの活動を通 して、感 じた ことや考えた ことをまとめて発表で きたか。

イ 今後 自分 たちにで きることにっいて考 え、意欲的に実行 しよ うとす る気持ちを もてた

か。
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7授 業仮説 に対す る評価

(1>仮 説1〈 身近 に高齢者が多数い るとい う地域の特性 を生か した指導計画を工夫す ること

により、児童 は自分 自身 のかかわ り方 につ いて考え、課題を解決 しよ うとす る

意欲が高まるで あろう。〉

児童数217人 の学区に、700人 以上の高齢者が暮 らしてお り、 この ことが この地域の特性

と して挙げ られ る。 クラスの中で も、高齢者 と同居 を してい る家庭が多 く、7割 以上の児

童が、高齢者 とい っ しょに暮 らして いる。 また、 同居 は していな くて も、身近 に祖父や祖

母が暮 らしてい るとい う家庭が多 く、 「高齢者の ことにっいて考え る」 ことに対 して は関

心が高 く、積極的に学習に取 り組 もうという姿が見 られた。 今まで、身近 な存在のために、

かえ って高齢者を敬 う気持 ちも乏 しく感 じられて いた児童 には、高齢者の ことを じっくり

考え る、良い きっか けにな った。

(2)仮 説2〈 グループによる活動 を多 く取 り入れ、協力 した り、意見交換する場を設け るこ

とによ り、共に高め合 い認め合 っていこ うとす る態度が育まれ るであろ う。〉

三田 っ子 まっ りの招待状を配 るため に、 グル ープごとに、地域の高齢者の家を直接訪問

した。知 らない人の家に、突然訪問す るとい うことで、多 くの児童が緊張 していたよ うだ

が、 グループの友達 と協力す ることに より、徐 々に慣 れ、た くさんの高齢者を招待 するこ

とが できた。ふ だん は目立たない児童が、高齢者の話を上手 に聞いた り、や さ しく接す る

姿 を見せた りす るなど、友達 の新 しい姿を見せ ることもあ り、相互 によい刺激 とな った。

(3)仮 説3〈 地域の人 と実 際に触れ合 うことにより、地域 をより深 く理解 し、地域 に誇 りを

もっ ことがで きるよ うにな るで あろう。〉

自分たちが住んでい る地域で はあ るが、実際に訪問活動で まわ ってみ ると、知 らない場

所 や、 そこに暮 らす人 と初 めて話す とい うことが多 く、地域 に対 して、新 しい発見をす る

ことがで きた。地域に暮 らす高齢者 と触れ合いを もつ ことによって、昔の学校の様子や、

地域の様子を知 ることがで きた。

8成 果 と課題

(1)高 齢者が身近 にい る児童が多か ったために、高齢化社会の抱える問題 に対 して、関心を

もちなが ら学習 に取 り組む ことがで きた。

(2)高 齢者の家を直接訪問す る活動 を行 った ことで、高齢者 との接 し方やマナーな どにっい

て も、 自然 と身 に付 けることがで きた。

(3)招 待を した高齢者か らた くさんの感謝の言葉 をいただいた ことにより、高齢者に対す る

愛情を もっ ことがで き、意欲的に活動 に取 り組 む ことがで きた。

(4)一 貫 して、同 じグループによる活動を多 く取 り入れた ことによ り、協力 した り、友人を

認めた りす る態度が育 った。

(5)高 齢者の本 当の願 いを聞 くためには、触れ合 う活動が短す ぎた。同 じ方 と継続 的に触れ

合 う活動 をす ることにより、高齢者の願いをよ り確かに感 じとることができるよ うになる

と考え る。

(6)ゆ とりを もった単元学習指導計画を立て ることにより、 さらに多 くの児童が、 自ら課題

を見付け意欲的に取 り組む ことがで きた と考え る。
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<検 証事例2>「 他校 との意見交換を通 して、 自ら学び考え る意欲を高め る指導の工 夫

～極少人数学級(3名)の 長所を生か し
、短所 を補 う工夫 を通 して～」

(中学校第2学 年 社会科 「地理的分野」)

1単 元 とね らい

(1)単 元名 東京大都市圏の人 々の生活 「へ き地 と都会、 どち らが住みやすいか」

(2)ね らい

ア 自 ら課題 を設 けて必 要な情報を集め、 ホームペー ジに載せて発表をす る。

イ 外に向か って発表 し、反論を受 け ることで様々な考え方に触 れて刺激を受け る。

ウ 教科書 を中心 に課題を考え させ ることで教科の知識 ・理解 を図 り、 さ らに関係す る

データを調べ ることで資料を活用 す る力や多角的に見 る力を養 う。

工 東京大都市圏の人 々の生活の特 色につ いて、具体的 に理解す る。

2授 業の仮説

ア 身近 な地域をテーマに課題を設けて調べ、 さらにその成果を他校 に発表す ることで自 ら

学ぶ意欲が は ぐくまれ るで あろう。

イ 他校 にア ピールす る内容を考える ことで、友達 との協力や話 し合 いの場面が生 まれ、共

に学 ぼ うとす る態度が は ぐくまれるであろう。

ウ 他校 か らの メールに対 して反論 を試み ることで、離れた学校 の友達 と学び合 うことがで

きることを理解す るであろ う。

3地 域の様子

ア 東京都の西端、 奥多摩湖 を望む標高550mに 位 置す る この地域 は、杉の美林 に囲 まれた

山間地域であ る。JR青 梅線の終点 、奥多摩駅 か らバ スで40分 の所 にあ り、過疎化 ・高齢

化が進んで いる。児 童 ・生徒数の減少 も著 しく、現在同 じ敷地 内に隣接す る小学校を含め

て17名(中 学生9名)、7世 帯であ る。

イ 小河 内神社 ・普門寺 などの史跡や、獅子舞 ・鹿 島踊 りなどの芸能が多 く残 されて いる。

また、湖でのバス釣 りを楽 しむ人 も多 い自然環境 に恵 まれた地域であ る。

ウ 保護者や地域 の人の多 くは本校の卒業生であ り、学校行事やPTA行 事への参加 など本

校の教育活動には大変協力的である。本年度 の柿の実祭(小 中合同学芸会)で は、地域の

高齢者 を招待 し、40名 以上の参加が あった。

4生 徒の実態

ア 男子2名 、女子1名 の学級 である。保育 園の頃か ら同 じ集団で過 ご して きているため、

互 いによ く理解 し合 い、協力す る こと もで きるが、人間関係が固定 してい るため切磋琢磨

して高め合 うとい う雰囲気が足 りない。

イ 社会科に対する興味 ・関心は高 い。小学校か らの学習によ って、調べた ことを まとめた

り、資料を基に 自分の考えを人前で発表す るなどの表現す る能力 は付いて きている。

ウ 人数が少ないため、話 し合い活動 などで課題 を深め ることが難 しい。 また、多様 な意見

を聞 く機会や、同年代の生徒 か ら刺激を受け ることが少ない。
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5学 習指導計画における仮説と検証の視点(7時 間)

時 学 習 計 画 と 支 援 各段階における仮説 検 証 の 視 点

i

。都会 と小河内の好 きな所、そ う

でない所 にっいて ア ンケー トに

記入す る。

・都会 と比べたへ き地の よさをア

ピール し、相手を納得 させ るた

めに、3人 で調べ る ことを分担

す る。

○身近 な地域のよさを調

べ ることで、意欲が高

まるだろ う。

・積極的 に分担を引き

受けたか。

り乙

●

QU

●

4

○都会の問題点を調べ 、それをア

ピールす るために必要 な資料 を

収集す る。(教 科 書 ・資料集)

・都会のよい所 とそれに対す るへ

き地 の側か らの反論 を考え る。

(イ ンターネ ッ ト・ビデオ)

○他校にア ピールで きる

発表にす るため、3人

の話 し合 いが必 要にな

るだろ う。

・必要 な項 目を教科書

か ら選べたか。

・資料 を基に 自分の考

えを主張で きたか。

・人の意見を聞いて、

よ りよいものに しよ

うとしたか。

5

●

ρU

○調べた ことをホームページ上 に

発表す るための レイアウ トを考

え る。

・調べた ことを小河内中ホームペ

ージの社会科の部屋に登録す る

(実際の登録 は難 しいので技術

科教員の協力を得 る。)

・自分 たちの調べた内容

を発表す ることになる

ので、良 い ものを作 ろ

うとす る意欲が湧 くだ

ろう。

・分か りやすい レイア

ウ トを考えたか。

・作業に積極的に取 り

組んだか。

7

8

・日野市 立平山中学校か らの反 論

の メールを読んで、再反論を考

え、再度 メールを送 る。

・第1時 のア ンケー トを もう一度

見て、考えが変わ った ところや

授業の感想 を書 く。

。他校の意見 に対す る反

論を考え る事で、学ぶ

意欲が湧 くだろう。

・他校の生徒 とも学び合

うとい う意識が育つだ

ろ う。

・資料を基 に論理的な

反論が できたか。

・今後 も意見を書いて

送 ろうとす る意欲が

見 られたか。

6本 時の学習指導

(1)題 材 平山中に反論の メールを送 ろう
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(2)本 時のね らい

ア 相手の意見を基に して反 論を考え る。

イ 地域のよ さにつ いて前向 きにと らえ る。

(3)本 時の仮説

ア 自分の発表に対す る他校か らの意見を読んで、幅広 い考えを知 り刺激を受 けるだ ろう。

イ 様 々な資料を使 って意見を構築す ることで、主体的に問題解決す る姿勢や、友達 と協

力す る態度が育 まれ るだ ろう。

ウ へ き地のよ さを ア ピールす る活動を通 して、 自分たちの地域 について前 向きにと らえ

られるようになるだ ろ う。

(4)展 開

生 徒 の 活 動 教 師 の 支 援 検 証 の 視 点

導 ・学習活動を確認す る。 5

。どのような反論が あるか予想す 分

入 る。

展 ○メールをあけて反 論を確認 し、 ・3人 で考 え させ る。 ・話 し合 って方針 を 35

再反論の方針を考える。 ・必要に応 じて ア ドバ 出 そ うと したか 。 分

開 ・作業を割 り振 って メールを送 る

、

イ スす る。

ま ・第1時 のア ンケー トに対 して考 ・今後 もこうした形で ・今後 もメールを出 10

と えが変 わ った ところや、 この授 発表がで きる ことを して みよ うとい う 分

め 業に対す る感想を書 く。 説明す る。 意欲が見られたか

(5)評 価

ア3人 で話 し合 い、協力 して意見 をまとめようとす ることがで きたか。

イ 資料を使 って論理的 な反論を組 み立て ることがで きたか。

ウ 地域の よさにっ いて と らえ ることがで きたか。

(6)本 時の結果 と研究協議会の まとめ

ア 小河 内中学校 の発表 に対 して、 日野市立平 山中学校か らの批判的な意見 は少なか った。

イ 議論す る項 目にっ いて もっと絞 っておけば、 もっと様 々な反論があ ったので はないか。

ウ 日野市 との違いを明確 に しておけば、討論 も盛 り上が ったので はないか。

7指 導計画の各段階における仮説 と検 証について

〈1時 〉

・へ き地のよさについてはす ぐに出て きた。調べ る分担 もす ぐ決ま った。

・課題 に対する積極性 は見 られた。

〈2。3・4時 〉
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・都会の問題点 は教科書か らす ぐに見つけ られ た。その他、住居が密集す ることによ る騒音

や自然の少なさな どが挙げ られた。実際に調べた ことにつ いては次 の通 り。

*住 宅 問 題:教 師が新聞 のチラ シと週 間住宅情報を見せ、 ㎡や坪数 にっ いて教えた。

サ ラ リーマ ンの平均年収 、年収の5倍 以 内が購買可能金額な どの知識 も与

え た。意味を良 く理解 し、説 明は自分で考えていた。

*環 境 問 題:都 会の環境 問題につ いてはホームペー ジで調べよ うと思 い付 いたので、ど

こかの区役所 がよいとア ドバ イスを与え、後 は自分で調べ させた。

*交 通 渋 滞:テ レビか ラジオの交通情 報が よいとア ドバ イス した。

*遠 距離通勤:以 前 に録画 していた ビデオを渡 した。

・作業の分担 は積極的 にで きたが、作業が始まると話 し合 う場面 は少なか った。

・すでに知 っていることにデー タの裏付 けを得 て主張 しよ うという発想 は見 られ なか った。

〈5・6時 〉

・データを示 してそれに説明を付け るという方法で まとめていた。

・作業中は必要なホームペ ージを調べ た り、資料 を探すな ど積極的だ った。

・見やす い レイア ウ トや問題点の並べ方の工夫などが足 りなか った。

〈7時 〉

●他校か らの意見が 来 るとい うことを楽 しみ に していた。

・予想外 に反論が少 なか ったので、へ き地(小 河内地域)の 問題点 にっいてまとめた。

8成 果 と課題

(1)こ れまで、調べ学習は学期 に1回 程度行 って きたが、今回特 に積極的にで きたの は身近

な地域を扱 ったことと、外へ向か って発表す るとい う方法を とったため と考 える。

(2)少 人数の学校で調べ学 習や発表の機会 は多 く、全員参加の弁論大会な どの行事 もあ る。

人前で 自分の意見を述べ るという点に限れ ば表現力は付 いて きているので、今後多 くの人

の前での発表や コ ンピュータを使 って情報 を発信する機会を増 や していきたい。

(3)教 師が、3年 間を見通 し、は じめは方法 を細か く教え、最終的には自分で資料 を選 び、

自ら課題を解 決で きるよ うになる力を育成す ることが大切であ る。

(4)自 主性や積極性を養 うために行 う体験 的な学習、問題解決的な学 習、地域 教材 の工夫な

どは継続的に行 う必要があ る。今年度計画 して いるのは以下の通 りであ る。 この うち年に

1回 はホームペー ジに登録 して他校か らの意見交換を行 う形で進 めて い く。

1年:旅 行案内づ くり(世 界地理)・ 身分別代表者によるロールプ レイ討論(江 戸時代)

2年:身 近 な地域を調べ る ・地方別お国 自慢(日 本地理)・ 都会 とへ き地 どち らが住みや

す いか(関 東地方)・ 黒船来航について幕末の3人 模擬討 論会

3年:テ ーマ別調べ学習(人 口 ・情報 ・産業)・ デ ィベー ト 「日本 の食糧問題」 また はパ

ネルデ ィスカ ッション 「日本のエネルギー問題」

(5)ホ ームペ ージを使 った学習の課題 として、一般的なネチケ ッ トの他 に、生徒が入 力す る

と時間がかか るとい う問題があ る。現在3年 生の技術科 で行 ってい るコンピュータの学習

の一部を1年 生か ら学ぶ など、生徒 に慣れ させ る取 り組 みが必要である。

一11一



<検 証事例3>「 地域の自然災害(神 津島近海地震)の 調査活動 を通 して、

自ら学び 自ら考 える力 をは ぐくむ指導の工 夫」

(中学校 第3学 年 総合的な学習の時間)

1単 元 とね らい

(1)単 元名 「神津島近 海地震 に学ぶ」

(2)単 元のね らい

ア 今年の一連の地震か ら考えた こと、疑問に思 ったことな どを新聞記事などを読みなが

ら出 し合い、そこか ら自 らの課題 を探 り、解決の ために積極的 に調べ ることがで きる。

イ 調べた り、発表を聞いた りす る学習を通 して、地域の現状 を知 り、理解 を深め るとと

もに、 自分がで きることは何かを考え るきっか けにす ることがで きる。

2単 元 を通 した授業の仮 説

ア 身近 な問題を取 り上げ ることによって、 自ら進んで課題を解 決 しよ うとす る意欲が高ま

るであろう。

イ 情報を仕入れ、整理 してい くことで、情 報を得 る大切 さを理解す るであろ う。

ウ お互 いの発表を聞 くことによ り理解を深め、高 め合 う人間関係 の育成が望めるだ ろう。

工 自分 たちが暮 らす島への意識 を高 め、地域社会の一員 と しての 自覚を もつであろう。

3地 域 の様子

神津島は新島の南方約25kmの 海上 にあ り、伊豆諸 島の ほぼ中心 である。東西約4km、 南北

約8km、 周囲約33kmで 面 積 は約19平 方kmで あ り、流紋 岩質 か らな る。 島の中央 に天上 山

(574㍍)が そびえ、平地が少 ない。山 と緑 に恵まれた島は伊豆諸 島随一 の豊富な水源を有

し、島内各所 にきれいな清水が湧いて、その水質 とおい しさに は定評が ある。

島には、保育園1校 、小学校1校 、中学校1校 、高等学校1校 があ り、多 くの生徒 は級友

と15年 間を ともに過 ごして いる。その結果、競争心などが育ち に くい状況があ る。本校 は生

徒 が103名(1年28名 、2年44名 、3年30名)お り、へ き地 の中で は比較的人数が多い。

今回、7月 に発生 した神津島及び三 宅島近海の地震によ り、本校のある神津島 も、 山崩れ

が各地 で発生 し、道路の寸断や海岸へ の土砂崩れな ど、大 きな被害が発生 した。また、校舎

のひび割れの発生 もあ り、平常の授業再開 までには、時間がかか った。9月 に入 り、地震 も

お さまったが、漁業や民宿経営、観光業 などで は、生徒の保護者 も含めて大 きな被害を受け

てい る。

このよ うな状況の中で、災害 に遭遇 しなが らも、た くま しく立ち上が り、懸命に再開 に向

けて努力す る大人の姿 に目を向 けさせ 、Lこの災害か ら生徒 に多 くの ことを学 び取 って もらう

ことは、貴重な機会で あると考えた。

4学 級 の実態

元気が よ く、活発な発言 も多 いが、文章の読解な どを苦手 に してい る生徒 もお り、少 し難

しい とあ きらめて しま う傾向 も見 られ る。人 に対 して思いや りのあ る心 やさ しい生徒が多 く、

困 ってい る人が いると声をか けたり、手伝 った りす ることが 自然 にで きるよい面 も見 られ る。

神津島での生活環境の中で は、資料 を入手す ることが難 しい面 もあ り、必要 な情報を 自ら

探 し出 し、収集す るとい う経験が乏 しい。

一12一



5単 元学習計画における仮説 の検証 と視 点(15時 間)

時 指 導 計 画 各段階における仮説 検 証 の 視 点

1 ・今回の地震の被害 ●地域の情報を集 めることで ●イ ンタ ーネ ッ トな ど を使 い こ

につ いて調 べ る。 興味 ・関心 を高め ることが な し情報収集 しよ うと してい

で き るで あ ろ う。 るか 。

2 ・島の地震被害の具 ●身近 な話題を取 り上げ るこ ・自分 な りに課題 を見付 けるこ

体的な状況につい とによって、意欲的な姿勢 とが で きたか。

て 話 し合 う。 が見 られ るであろ う。 ●意欲 的に人の発言を聞 くこと

がで きたか。

3 ・調べ る内容を分担 ●自分で調べたい ことを選 び ●自分 で決 めた課題の解決方法

し、調べる方法を 調べ る方法を考え ることで を進 んで考え られたか。

確認す る。 意欲が高ま るであろう。

(本時)

4 oイ ンター ネ ッ トや ・様 々な情報の中か ら必要 な ●必要 な資料を集め ることがで

5 取材で、情報を収 情報を取捨選択する力が高 きた か。

6 集 す る。 ま るで あ ろ う。

7 ・調べた ことを まと ●まとめ方を工夫す ることで ●問題 の解決のために、意欲 的

8 め て レポ ー トに ま さまざまな表現方法が身に に追求 し、 自分 な りの発表 レ

9 とめ る。 付 くで あ ろ う。 ポー トが工夫で きたか。

10 ・まとめた内容を分 ●発表方法を各班で工夫する ●グループで協力 して調べ るこ

11 類 して班を作 り、 ことによ り、活動意欲 を高 とがで きたか。

12 さらに情報を集め め るで あ ろ う。 ●必要 な資料を集 め ることがで

13 てニ ュース番組を ●班 の作業によ り、友達 の良 きたか 。

14 制作す る。 さを理解 し、尊重す る態度 ●見せ るための効 果的 な技術に

が身 に付 くであろう。 ついて話 し合えたか。

15 ・ニ ュー ス番 組 や 各 ●相互評価 によ り、互いの意 ●表現 力を高め、互いに尊重す

班の作品を発表し 見を尊重する態度が育つで る態度が養われたか。

学習内容を振り返 あ ろ う。 ・地域 の一員 と しての 自覚を も

る 。 ●地域 に対 しての関心や理解 っ こ とが で きた か。

が深 まるであろ う。
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6本 時の学習計画(3時 間 目)

(1)題 材 「一人一人の テーマにつ いて考え る」

② 本 時のね らい

ア 自ら学習テーマを考えなが ら、学習する内容や方法 にっ いて、 自分で計画を立て るこ

とが できる。

イ 今回の地震災害か ら、神津島の特色やよさにっいて学んで いこうとす る意識を高める。

(3)本 時の授業仮説

今回の地震 災害 にっいて、具体的で身近 な情報を出 し合 うことによ り、正確な情報 を得

よ うとす る意欲が高 まるであろ う。

(4)展 開

学 習 活 動 教師の指導 ・指導上の留意点 検証の視点(方 法)

導

入

。前時の内容の確認

をする。

・本 時の流れの確認

をす る。

●新聞記事の 中か ら疑問点を

確認 し合 い、今回の地震災

害 に対 しての課題 意識 を高

めるよ うにす る。

●本時のプ リン トの記入の仕

方 について説明す る。

●前時に書 いたプ リン トを基 に

確認 して いるか。

●興 味 ・関心を もって学習 して

いるか。

展

開

・新聞記事を読みな

が ら、課題や疑問

点 を探 る。

・調べ る題 材を決定

しテーマや方法を

考 え な が ら学 習

プ リン トに記入す

る。

●だれに聞けばいいのか、 ど

の ように調べればいいのか

考えなが ら聞 くよ う、問い

か けなが ら読む。

●地域に出た り、イ ンターネ

ッ トで検索 した りと、様々

な 方法 を用 いて 調 べ るよ

う、助言す る。

●自分が調べ るな らどの ように

す るか、考えなが ら説明を聞

いているか。

●自分 自身で計画を立て られて

いるか。

ま

と

め

・担 当の教 員が プ リ

ン トを確 認 し、進

み具合をチ ェック

及 びア ドバイスを

す る。
。次 回 の 確 認 を す

る。

●プ リン トを担 当の教員に提

出 して ア ドバ イスを受けな

が ら仕上げてい く。

●問題点を担 当教員に伝 え られ

て いるか。
●意欲的に課題を解決 しよ うと

す る気持 ちが高 まったか。

(5)評 価

ア 自 ら学習テーマを考えなが ら、計画的に学習 しよ うとす る意欲が生 まれたか。

イ 今回の地震 災害か ら、神津島の特色やよさを踏 まえ、 これか らの暮 らしに役立っ ことを

学 んで いこうとす る意識を高めることができたか。

7仮 説授業に対 する評価

(1)仮 説1〈 身近 な問題を取 り上 げることによって、自 ら進んで課題を解決 しよ うとす る意

欲が高 まるであろ う。 〉

神津島の地震災害に関す る新聞記事か ら疑問点 を出 し、それ らを参考に しなが ら調べや

一14一



す さを基準 にテーマを一人一人が考え ることに した。 この ことによ り家族や知 り合いなど

に詳 しく知 ってい る人が いるか どうかが判断材料にな り、 「新聞記事 よ り、 より深 く、 よ

り密 着 した」内容に しよ うとい う意欲が生 まれた。 また、神津島の家 はなぜ地震に強 いか

な ど、被害だけではな く、神津島住民 の知恵やすば らしさを取 り上 げた生徒 もお り、意欲

の高ま りを感 じた。

② 仮説2〈 情報を仕入れ整理 してい くことで、情報 を得 る大切 さを理解す るであろ う。 〉

生徒の中で新 聞を取 って いる家庭が20パ ーセ ン ト前後 とい う状況があ り、ニ ュースな ど

の情報 は専 らテ レビで仕入れ ることが多 い。必然的 に自分の必要 な情報 とい うよ りも、流

れている情報に耳を傾 ける程度 にな って しまうのが現状 である。今回の地震情報 も、村内

放送 は流れ るもののニ ュースのほ とん どはテ レビか らであ り、時 には島外 の人か ら教えて

もらって初めて知 る情報な どもあ った。神津島に住んでいなが ら、意識 しなければ必要 な

情報 を入手す ることが難 しことに対す る課題意識を もつ ことで、地域 か ら得 られ る情 報か、

イ ンターネ ッ トや新聞か ら情 報を得ればよいのかな ど、情報発信源を意識 して行動す るよ

うになった。

(3)仮 説3<お 互 いの発表を聞 くことによ り理解を深め、高め合 う人間関係の育成が望める

であろ う。 〉

村内の地震災害の状 況を調べ るにあた り、調査場所や調査方法を考え合 うなかで、 その

課題 に応 じて、 どこへ行 けばどんな情 報が得 られ るか など、教え合 う姿を見 ることがで き

た。

(4>仮 説4<自 分たちが暮 らす 島への意識 を高め ることにより、地域社会の一員 としての 自

覚を高め るで あろ う。 〉

地震発生直後 は、崖崩れ に対 して も注意深 く見ていたが、慣 れて くるに したが って、そ

こに前か らあった風 景の よ うになって見えて しま う。 しか し、視点を変えてその現場を見

ると、そ こに疑問や新 しい発見が見えて くることが あ った。同 じよ うに自分が生 まれ育 っ

た 島、 とい う意識だ けでな く、 その 中で どの よ うに暮 ら してい くのか関心 を もっよ うに

なった。 たとえば生活 に密着 した ところで は、 ゴ ミの簡易焼 却炉 や臨時災害 ゴ ミ置 き場の

設置の問題 など、 これか らど うす るのか、 ゴ ミの種類の多 さに驚 くとと もに疑 問などが生

まれて きた生徒 も見 られ た。

8評 価 と課題

7月 の地震発生以来 、平常の授業へ もどるまでに しば らく時間がかか った。2学 期にな

り、地震 もほとんどな くな り、生徒 も落 ち着 きを取 り戻 して きた。そんな中で今回の地震

を単なる災害に終 わ らせ ることな く、身近な教材 と して総合的な学習で取 り上げ ることと

した。1学 期に行 って きた 内容 と大 きく方向を変えて いかなければな らず、 当初戸惑い も

懸念されていたが 、自分た ちの体験 したことにつ いて調べ、ま とめてい く学習 なので混乱

もな く進め ることが 出来た。 また、情報源が身近 な方やびイ ンターネ ッ トに集中 した こと

によ り、追求意欲 や問題意識が持続 され る結果 にっ なが った。

今後 は、 このよ うな調査活動を積極的 に取 り入れ、繰 り返 し積み重ねてい くことによ っ

て、 自ら学び 自ら考え ようとす る意欲や態度 の育成を 目指 してい く必要が ある。
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<検 証事例4>「 身近な地域について調べ発表することを通 して、

自ら学び 自ら考える力 をは ぐくむ指導の工 夫」

(中学校 第2学 年 社会科 「地理的分野」)

1単 元名 とね らい

(1)単 元名 「み なみ野の街を調べ よ う」

(2)単 元のね らい

ア 地理的分野 「身近な地域 」の学習を通 して、自 らが住んでいる身近な地域 「みなみ野

の街」 に対す る関心を高め、 自ら地域の ことにっ いて学ぼ うとす る力を身 に付 けること

がで きる。

イ 身近な地域 「み なみ野 の街」にっ いて課題意識を もち、地域の よい ところや改善すべ

きところなどにつ いて、 自ら考 える力を高める ことがで きる。

ウ 身近な地域 「み なみ野 の街」の学習を通 して、関東地方の 「東京大都市圏 ・都市の拡

大 と周辺農村の変化」 「都 市問題」な どにっ いて具体的に考え、課題解決の方法を探 る

ことがで きる。

工 互 いに発表 し合 う活動 を通 して、生徒相互の理解を深めるとと もに、尊重 し合 う態度

を高 めることがで きる。

2単 元 を通 した授業仮説

(1)身 近 な地域 を取 り上げ ることで、学習活動へ の関心 ・意欲が高 ま り、 自主的 ・主体的 な

学習活動を展 開す る ことがで きるであろう。

(2)調 べ たことを発表す ることによ り、相互の考 え方の共通点 と相違点について考え、互 い

の考え方を尊重 し合 う態度 が高ま るであろ う。

(3)今 後の街づ くりを どのよ うに進 めて いけば良 いのか考え る場を設定す ることにより、生

徒 自身の生活 に結 びっけた課題意識を高め るきっか けにな るで あろ う。

3地 域の様子

みなみ野の街 は、八王子 市の南部1ご平成9年4月 に 「八王子ニ ュータウン」 と してオープ

ンした新 しい住宅街であ り、ニ ュータウ ン南部 は現在 も造成中であ る。地域的 な文化や伝統、

相互 の連携などの点で は、何 もか もが これか ら発展 してい くとい う基礎づ くりの段階にある。

また、保護者の教育に対す る関心 は非常に高 く、学校 に対す る期待や要望 も大 きい。

4生 徒の実態

ア 開校 当初3学 級(各 学年1学 級)76名 でスター トしたが、今年度 は6学 級(各 学年2学

級)205名 とな り中規模校 にな った。今年度、2年 生 は2学 級 とも37名 であ る。

イ 全校的に素 直な生徒が多 く学習意欲 も高いが、 自 らの力で課題 を解決 して いこ うとす る

ことが苦手 な傾向が見 られ る。

ウ 自分の考 えや意見を明確 に発表す ることや、他人の意見を しっか りと聞 き、相互に尊重

し合お うとす る意識や態度 の育成が課題の一つで ある。

以上の ような実態を踏 まえ、①生徒の 自主的な学習活動を通 して、 自 ら考え判断 し、課題

を解決で きる生徒、② 自分の考 えを表現 し、他 の考えを きちん と聞 き、 自他 を尊重で きる生

徒、③見つけた課題 を生活に生 か してい く生徒、の3点 を重点 として取 り組ん でいる。
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5単 元学習指導計画における仮説と検証の視点

時 学 習 計 画 各 段階 に おけ る仮 説 検 証 の 視 点

夏 ・ 「みなみ野の街を調 ●自分たちの住んでい る身近 ●自ら課題を設定 して、 レポ

季 べ よ う」 を テ ーマ に な地 域 を 調 べ る こ とに よ 一 ト作 成 が で きたか
。

休 地 域 の こ とに つ い り、普段 は何気な く生活 し ●調べた内容に関 して、 自分

業 て 、 各 自 レポ ー トを ている地域につ いての関心 な りの考えが明 らか にで き

中 ま とめ る。 を高 めるであろ う。 た か。

1 ・レポー ト報告 書 を っ ・調べ る段階での失敗や改善 ・調査の方法や資料の活用が

● くり、調べ る段階で 点を振 り返 ることで、今後 適切 にで きたか。

2 の反省点などをまと の学 習に生か され るであろ .今 後の調査活動を 円滑にす

めて 、 報 告す る。 う 。 るための方法 を、学ぶ こと

●相互の工夫や失敗 を報告 し が で きた か 。

合 うことで、更に良 い方法

等を学ぶ ことがで きるであ

ろ う。

3 ・作 成 した レポ ー トを ●各 自が発表原稿を作 ること ●最後まで意欲的に、取 り組

● 基に して、発表の準 によ り、 自分の考えを どの む ことがで きたか。

4 備をす る。 よ うに表現す るとよいのか ●主体的で意欲的に取り組む

● を具体的に考え ることがで こ とが で きた か 。

5 きるで あ ろ う。 ●自分な りに発表の工夫がで

●発 表 方 法 を 工 夫 す る こ と きた か。

で、考え る力や表現す る力 ・住み よい街づ くりのために

などが身に付 くであ ろう。 は、何が必要かを考えるこ

とがで きたか。

6 ○発 表 し合 う。 ●発表を聞 き、互 いに評価 し ●自分の考えた課題、解決策

● 合 うことで、相手の良 さを や結論等が思うように表現

7 認め尊重し合う態度が身に で きたか 。

付 くで あ ろ う。 ・いろいろな考 え方が あるこ

● 相互 に発表を聞 き合 う中 とを知 り、考え方 は違 って

で、 自分で は気づか なか っ いて も、 その考え方 を尊重

た新たな問題 に気づ くこと す る態度が身に付 いたか。

がで きるで あろう。
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6本 時の学習指導

(1)題 材名rrみ なみ野の街』 について発表 しよう」(7時 間 目)

(2)本 時のね らい

ア 調べ たことを発表す ることにより、表現能力を高める。

イ 互 いの発表を聞 き合い、相互 に評価 し合 うことによ り、多様な見方 の大切 さを知 り、

相手を認め尊重す る心を育て る。

ウ 自分では気付かなか った新 しい発見を通 し、みなみ野地域 の特色や課題にっ いて具体

的 に理解 を深め、地域を多角的に観察す る態度 を育て る。

(3)本 時の授業仮説

ア

イ

ウ

エ

調べ たことを発表す る活動 を通 して、生徒の主体性 を高 め られ るであろ う。

自分で発見 した課題を発表す ることによ り、表現力が身 に付 くであろ う。

発表を聞 き評価 し合 うことによ り、他人 を思いやる心 ・尊重す る心が育っであろ う。

自分では気付かなか ったみ なみ野地域の特色や課題を知 り、 この地域の課題等に対 し

て 自 ら考え行動 しよ うとす る課題解決意識が高まるであ ろう。

(4)展 開

学 習 活 動 教師の支援 ・指導上の留意点 検証の視点(方 法)

導 ・本時の活動を確認す ●みなみ野地域の特色や課題 ・一 覧 表 を 基 に、 視 点 の違 っ

る 。 について、一覧表で発表内 た課題 に関心を もてたか。

入 容を確認 し、関心 を高め る。 (発問)

・全員で調査結果の発 ●それぞれの調査内容の発表 ●課題 意識 を明確に もちなが

展 表を聞 き合 う。 を聞 き、互 いに理解を深め ら聞いているか。(観 察)
・質 疑 ・応 答 を す る。 るとともに、相手の良 さを ・表現 を工夫 して発表 してい

・感想などを記入す 認め尊重 し合 うことの大切 るか 。(観 察)

る 。 さを確認す る。 ●発表や質疑を聞 くことで尊

・自分の知 らなか った新たな 重し合おうとする姿勢が見

問題に気付 くことがで きる られ た か。

開 ように助言す る。 (質問 ・記述内容)

ま ・感 想 を書 く。 .み なみ野地域の特色や課題 ●今後のみなみ野地域の学習

と に さらに興味 ・関心を もっ に意欲 を高 ることがで きた

め ことの重要性を強調す る。 か。(記 述 内容)

(5)評 価

ア 身近 な地域の調査内容の発表を通 して、 自主的な学習意欲 を高め ることがで きたか。

イ 自分の考えを分か りやす く表現す ることがで きるようにな ったか。

ウ 互 いを理解 し合い、尊重 しようとす る意欲 や態度をは ぐくむ ことができたか。

工 地域住人と しての自覚を高め、地域を よ くしようとする意識を もつ ことがで きたか。
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7授 業仮説 に対す る評価

(1)仮 説1〈 身近な地域 「み なみ野の街」を取 り上げ ることで、学習活動 への関心 ・意欲が

高 ま り、 自主的 な学習活動が展開で きるであろ う。 〉

生徒の 日常生活の場 であ る 「身近 な地域rみ なみ野の街』」を取 り上 げ、具体的 に調べ

ることによ り、一人一人の学習意欲 を高め、 自主的な学習を進め ることをね らい とした。

人間が意図的に開発 したニ ュータ ウンとい う 「地域の特性」か ら、環境問題 ・自然 ・施

設 ・街づ くり ・歴史 などの課 題を 自 ら設定 し、図書館 ・資料 館 ・公団 ・地域住 人への レ

ポー ト・パ ソコ ン通信 ・現地取材 などの様 々な方法 を駆使 して、生徒が 自 ら学 び、 自 ら考

えて レポー ト作成に努力 した。多少 の課題 はあ るものの、仮説の 目的 は、概ね達成で きた

と考える。

(2)仮 説2〈 調べた ことを発表す ることで、相互 の考えの共通点 ・相違点 について考え、互

いの考え方を尊重 し合 うことがで きるであろう。 〉

自分の レポー トを クラスの中で発表す ることに多少の抵抗はあ った ものの、 いざ始めて

しま うとスムーズに開始で きた。発表時の声 の大 きさ、文字 の見やす さなどの点で はい く

っか の問題 もあ ったが、全体的 に良好であ った。聞 く態度 などは良好であ り、 自分 との比

較、学 び取 る姿勢、発表者の意見を尊重す るとい う姿勢 も認 め られた。 「自分が 考え もし

なか った意見が あって、 とて も参考 にな った。一つのテーマで も人によ り考え方が違 って

お も しろか った。」 「写真や絵 ・文 な どが上手 に使わ れて いたので、今後 の参考 に した

い。」などの感想が多 く見 られ るなど、他を尊 重 し他か ら学ぶ姿勢が十分に認あ られた。

(3)仮 説3〈 今後の街づ くりをどのよ うに進めて いけば良 いのか とい う、生活に結 びっいた

課題意識を身に付 けるきっかけにな るであろ う。 〉

「地域」に対 して、 日常 はあ まり意識的 なかかわ り方を していないのが実情で ある。今

回の学習をき っかけに して、多少な りとも地域 に対す る興味 ・関心が高 まり、 自主的に街

づ くりに参加 してい こうとい う意欲を高め られれば と考えた。 この点 については、 「自分

の街の ことを知 ることがで きて良 か った。 自分が街の ため に何を しなければいけないか分

か った と思 う。」 とい う感想 や、 自己評 価 「地域 の一 員 としての 自覚」の項 目で 「良 くで

きた」 と 「大体で きた」が83%を 占めた ことな どか ら、多少な りと も地域 の一員 と しての

意識を もっ きっかけづ くりにな った と考えてい る。

8成 果 と課題

(1)身 近 な地域の調査 によ り、地域 に関す る興味 ・関心が深 まり、 自 ら疑問や問題意識 を も

ちなが らさ らに調査を深め るなど、自主的な学 習活動を展開す ることができた。

(2)身 近 な地域のよさや課題 にっいて考えてい く中で、 「地域 の一員 と して、 自分はど うす

べ きか」 とい う、地域の中での生 き方や在 り方 にっいて、課題意識を高めることができた。

(3)発 表を通 して、 自他の考え方の違 いを認め尊重 しよ うとす る姿勢 の高ま りが見 られた。

(4)今 後 は、課題設定、資料活用の方法、表現方法、情報機 器の活用能力、聞 き取 り調査、

人的交流な どの面で、更に適切 な指導 ・助 言に努め、継続的 に能力を高める必要がある。

(5)社 会科の領域 を越え る内容 もあ り、総合的 な学習の時間 として取 り組 みを展開 してい く

必要性を痛感 した。生徒一人一人の 「生 きる力」を育てるため、教科 と総合的な学 習の時

間 との関連 も踏 まえなが ら、今後 さ らに指導 の工夫に努 め ることが必要であ る。
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<検 証事例5>「 身近な材料や地域の素材を用いた実験 を取 り入れるとともに、 ティームテ ィー

チ ングを活用す ることによ って、 自ら学ぶ意欲 と態度 を高める指導の工夫」

(中学校 第1学 年 理科)

1単 元名 とね らい

(1)単 元名 「身のまわ りの科学」

(2)単 元のね らい

身のまわ りにあ る水溶液、気体の諸性質 ・変化を調べて、 その規則性 を理解す るととも

に、物 質に直接触 れる喜 びを味わ う。

2単 元を通 した授業仮説

ア 具体的 な実験 や観察 を通 して、 自然を調べ る能力 と態度が育成 されるであ ろう。

イ 身近 な気体を調べ ることによって、 自然 に対す る興味 ・関心が高まるであろ う。

ウ 身近 にあ る物質 や地域素材を用い ることによって、興味を もって取 り組み、 自ら学 び考

え る力が高 まるであろ う。

工 地域の素材を実験 に利用す ることによ って、地域への関心が さらに深 まるであろ う。

3地 域の様子

本校 は、東京都の西部、秋留台地を望む海抜220mの 高台に位 置 して いる。校舎か らは奥

多摩や丹沢の 山々を眺望 し、又、秋留 台地の遙か東には、新宿の高層 ビル群 も展望 で きる素

晴 らしい 自然環境の中にある。首都 東京のベ ッ トタウンと して宅地化が進んだが、現在では、

学区の小学校2校 とともに生徒 ・児 童数の減少がすすんでい る。保護者 は、学校教育 に多 く

の期待を寄せ、水準の高 い教育の実現 を望んでい る。

この地域 には、かって石灰石を産 出 して いた跡地が あ り、そのための輸送用鉄道 も敷設 さ

れていた跡 も残 って いる。 しか し、生徒の ほとんどはこのよ うな歴史やその事実 につ いて、

気付 いて はいない状況にあ る。

また、 日の 出町が掘 り当ててつ くった 「日の出三 ツ沢rっ るっ る温泉』」 は、土 曜 日 ・日

曜 日には観光客で込み合 うほど有名 になっているが、地元の生徒た ちは、身近 にあ りなが ら

利用す る回数や経験 が少ないのが実状であ る。

地域に対す る理解を深め、興味 ・関心を高 めるとともに、地域のよ さや誇 りと して受 け止

めて い くよ うにす ることは、 ひとっの課題 であると考えて いる。

4生 徒の実態

全校生徒336名 で、年 々生徒数が減少 して きて いる。生徒 は通称 「挨拶 階段」 と呼 ばれ る

215段 の階段 を毎 日登 り、元気 に登校 して いる。純朴で素直な明 るい生徒が多 く、 ま じめ に

授業に取 り組み努力 しているが、よ り自分を高 めてい こうとす る気持 ちを更に伸 ば していき

たい と願 ってい る。

放課後の部活動 には全校の約8割 の生徒が加入 し、それ ぞれの趣味 ・特技を生 か し、自分

自身の伸長のために希望 に満ちた学校生活を送 ってい る。

また、地域 の春 日神社 には、東 京都の無形文化財に指定 されている 「鳳鳳の舞 」が あ り、

生徒の中には この舞に参加 し、地域 で活躍 して いる生徒 も多数い る。
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5単 元学習指導計画における仮説と検証の視点(10時 間)

時 学 習 計 画 各段階における仮説 検 証 の 方 法

1 ・水溶液に溶けてい る Q未 知の物質を調べ る実験 を ●未知の物質 にっいて興味を

●

未知の物質 を調べ、 設定す ることによ り、興味 持ちながら実験に取り組む

2 基本的な実験操作を ・関心を高める ことがで き こ とが で きたか 。

● 確認す る。 るで あ ろ う。

3 Qつ るつ る温泉の水を使 うこ ・つ るつ る温 泉 の 水 に対 し

● とによ り、地域 の身近な素 て、興味 ・関心を高め るこ

4 材 につ いての関心が高 まる とがで きたか。

で あ ろ う。

5 ・砂糖や食塩を使い物 Q身 近な物質を用いて実験す ●興味を もって実験 に取 り組

● 質が水に溶けるとは ることによ り、物質 に対す み観 察 す る ことが で きた

6 どん な こ とか 調 べ る洞 察力が高ま るだろ う。 か 。

る 。 ●観察 した内容を的確 にまと

め ることがで きたか。

7 ・いろいろな気体 を発 ○テ ィー ム テ ィー チ ング に よ ●興味 ・関 心 を もち なが ら、

● 生 させ、 どんな性質 るきめ細かな指導によ り、 意欲的に取り組むことがで

8 があるか調べ る。 実験 に対す る興味 ・関心が きたか 。

● 高 ま るで あ ろ う。

9 ・身近な材料を使い気 ○身近な地域の石灰石を利用 ●石灰石の産出された大久野

● 体を発生 させ、その す ることによ り、地域の理 地域 に目を向 けよ うとす る

10 物質が何かを考え 解が深 まるであろ う。 姿勢が見 られたか。

る。(本 時)

6本 時の学習指導

(1)題 材名 「気体には どんな性質があるか調べよ う。」

(2)本 時のね らい

気体を発生 させ、その性質 を調べ る実験を通 して、気体の種類による特性を見い出す と

ともに、気体の発生の させ方、捕集の仕方、性質の調べ方の基礎的技法を習得す る。更に

身 のまわ りにある物質か ら気体を発生 させて、その気体の性質を調べ ることが で きる。

(3)本 時の授業仮説

ア 身近な物質 や地域素材を使 い、気体 を発生 させ るという体験 的な活動を通 して、地域

に興味を もって課題に取 り組み、 自 らそれを解決 して い くことができるようになるだ ろ

う。

イ テ ィームテ ィーチ ングの特性を生か し、 グループ活動 をお こないなが ら、友達 と協力

し、共 に学ぶ態度が育 まれ るだ ろう。
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(4)展 開

学 習 内 容 生徒の学習活動 指 導 評価 ・留意点

・水溶液の性質と気体 ・前時までの学習を振 ・水溶液の性質、水 ・水溶液の調べ方や

導 の性質をまとめ確認 り返 り、物質同定の 素 ・酸素 ・二酸化 気体の発生、捕集

す る。 方法と気体発生の方 炭素等の気体の性 の方法が理解でき

入 法 につ いて確 認 す 質、捕集方法の確 て いるか。

る 。 認(T1)

・日の 出町 「つ るつ る ・リトマス紙やpH試 ・温泉水の説明 ・温泉の水が、何性

温泉」の水の液性を 験紙を使い、温泉水 (T1) なのか、調 べ るこ

調 べ る。 の液性を調べる。 とができたか。

展 ・石灰石と希塩酸か

。日の出町 「大久野」 ・希塩酸 と石灰石 との ら、二酸化炭素を

の石灰石から二酸化 反応により、二酸化 ・大久野 「勝峰山」 発生させ捕集でき

炭素を発生させ気体 炭素を発生させ、そ の石灰石の説明 たか。

の捕集 ・識別の実験 の性質を調べる。 (T1) ・気体の同定ができ

を行 う。 ・自分たちで選んだ実 ・机間指導 たか。

(身近な材料を利用 し 験について、気体を (TlT2)

た選択実験) 発生させ、その気体 ・選択実験の手順と

開 の性質を調べる。 実験上の諸注意

(T1)

・机間指導

(TlT2)
'

ま ・実験の片付けを しワ ・実験器具類の洗浄、 ・片付けの指示 ・実験に進んで取 り

と 一 ク シー トに まとめ
片付けを行 う。 (T1) 組めたか。

め を記入する。 ●ワ ー ク シー トに ま と ●ワ ー ク シー トの 記

めを記入す る。 入確認(T2)

(5)評 価

ア 身近 にあ る物質や地域素材を利用 し、興味を もって進ん で実験 に取 り組めたか。

イ グループ活動 を通 して、友達 と協 力 し共に学ぶ態度が育 ったか。

7授 業仮説 に対する評価

(1)仮 説1〈 身近な物質や地域素材 を使 い、気体 を発生 させ るとい う実験 ・観察を通 して、

地域に興味を もって課題 に取 り組 み、 自 らそれを解決 してい くことがで きるよ

うにな るで あろう。 〉

ア かつて、大久野地域の勝峰山で石灰石が産 出されていた ことについて、生徒 の中には

あ まり理解 ・認識が なか ったが、今回の授業を通 して 「親 に聞 いてみた」 とい う生徒 も
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多 く見 られるなど、興味 ・関心の高ま りが見 られた。

イ 日の出町の観光 スポ ッ トと して最近脚光を浴びている、町営 「日の出三 ツ沢rっ るつ

る温泉』」にっいて も、学年 の生徒 の約1/3程 度 しか実際 に行 った ことが ないとい う

状況であ った。やは り、今回の単元を通 して、っ るっ る温泉の水を取 り上げ、泉質 を調

べた ことによ り、ただの水 とは異な る物だ とい う認識を与え、興 味 ・関心を高め ること

がで きた。

ウ 身近 にある物質を用いた実験で、簡単 に気体を発生 させ ることがで きた とい う事実に、

生徒 は驚 きと関心を もって取 り組む ことがで きた。 また、 「次 は この物質を使 ってや っ

てみよ う」等 と、進んで実験 に取 り組む姿勢 も見 られた。

(2)仮 説2〈 ティームテ ィーチ ングの特性を生か し、グループ活動 を行 いなが ら、友達 と協

力 し、共に学ぶ 中か ら自ら学 び自 ら考え る力が は ぐくまれるであろ う。 〉

ア 生徒 実験 に際 して、机 間指導の充実 により、生徒が安全に実験 ・観察に取 り組む こと

がで きた。 また、生徒か らの質問などに も対応 しやす く、生徒の理解を深め、実験操作

などの理解や習得 を確実 にす ることに もつなが った。

イ グループ実験 で も、複数の教員がかかわ ることにより、 グループの中の習熟度 に応 じ

た個別指導の充実 を図 ることがで きた。その結果、相互に協力 し合 う姿や、疑問点を話

し合 うなど、共に学 び合お うとす る姿 も見 られた。

8成 果 と課題

(1)生 活経験や体験が少 な くな ってい く中で、理科の実験観察 は、 とて も大 きな意義がある。

また、今回、身近 な素材や地域 の素材を実験 に取 り入れた ことにより、 自分の身のまわ

りの物質等 に更に関心 を深めた ことや、普段何気な く使用 して いる実験材料が、過去に地

域で多 く産 出されていた石灰石であ った ことなど、新 しい発見があ った。 そ して、あ る生

徒 は、その事を家庭 で親 に話 し、今度 は親の当時の体験 が子供 に伝え られるなど、更に生

徒の興味 ・関心を深 めることにつなが った例 も見 られた。

(2)実 験 ・観察な どを多 く取 り入 れ ることによ り、生徒 が主体的 に操作に取 り組み、事象を

体験す る ことがで きた。今回は、実験結果や考察を ワー クシー トに記入 し、 まとめてい っ

たが、実験結果のまとめ方や発表の方法を工夫す ることによ って、更に主体的かっ協力的

に取 り組 めると考え る。

(3)テ ィームテ ィーチ ングを活用 した授業を展 開 したが、更 に観察実験等の体験的な学習を

増や して い くとともに、課題別学習を取 り入れなが ら、生徒一人一人の興味関心を高めて

い くことが課題で もある。
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VI研 究の成果と課題

1研 究 の成果

(1)仮 説1「 学校や地域 の特性 を生か した教材開発や指導法、指導計画の工夫 をすれば、身

近な地域の中か ら自 ら課題 を見付 け、主体的 に課題解決 しようとす る意欲がは ぐくまれ る

であ ろう。」

ア 神津島での生 々 しい地震 災害の調査活動の事例 や過疎化の進 む小河内地域 の事例、そ

の反対に宅地造成の進む八 王子市みなみ野地域の新興住宅地の事例 など、それぞれの地

域の特色や課題を教材 と して取 り上げ ることによ り、子 どもたちは地域に対す る見方や

考え方を深 め、 自 ら課題 を見付 け、主体的 に課題追求す ることが確かめ られた。

イ 身近な地域 にっいて、他 の地域 と比較す る活動 やイ ンターネ ッ トで意見交換 や討論を

す るなど、活動を工夫す ることによって、子 ど もたちはよ り一層身近 な地域につ いて理

解を深め るとと もに、 さ らに深 く追求 しよ うとす るなど、意欲を高めることが分か った。

(2)仮 説2「 学 習活動の中に、友達 と協力 した り、話 し合 う場面を繰 り返 し設 けることによ

り、 自分 との違 いを認め合い、共 に高め合いなが ら学んでいこうとす る態度が は ぐくまれ

るであろ う。」

ア 調査 した内容 を発表 し、相互 に意見交換 しなが ら学 び合 う活動を取 り入れた事例 や、

地域 の課題にっ いて討論 し合 う活動を取 り入れ た事例のよ うに、異な る意見を出 し合 い、

吟味 ・検討す る場 を設 けることによ り、違いが あることによ り学 びが深 まる実感や高ま

り合 う喜 びを味わ うことがで き、話 し合 うことに対 して意欲的 な姿を見せ るよ うにな っ

た。

(3)仮 説3「 地域の文化や 自然、地域の人々とふれあ う活動や体験的 な活動 を取 り入れ るこ

とにより、地域に対す る理解 と愛着を深 め、地域社会の一員 として働 きかけよ うとす る意

欲や態度が高 まるであろ う。」

ア 地域の高齢者 とのかかわ りを深め る活動や、地域で産出 される岩石や温泉を実験に取

り入れた事例、地震 災害の被害状況や復 旧に取 り組む地元の人 々の調査活動 の事例な ど、

地域の 自然や人々 と直接 に触れ合 う活動 を取 り入れ る ことによ り、子 どもたちは地域や

地域に住む人 々を見っめ直 し、地域に対す る新たな理解 と愛着 を深 めてい く姿が見 られ

た。

イ 地域の人 々に直接取材 した り、地域の現状を観察 ・調査す るな ど直接にかかわる体験

を通 して様 々な課題を と らえる活動を取 り入れ ることによって、子 ど もたちは、それ ら

の課題を 自分の問題 と して受 け止め、真剣に考え る姿勢が見 られ るよ うにな った。

2今 後の課題

(1)身 近な地域 とかかわ る中で、 自ら課題を見付 け、主体的に追求 してい く力を高め るため

には、 これを繰 り返 し継続 してい くことが重要 である。学校や地域の特性を生か した教材

開発や指導法 の工夫 などの実践を さらに積み重ね、その成果を検証 してい くことが必要で

あ る。

(2)地 域 とかかわ ることによ り、地域に対す る理解 と愛着を もつ姿 は確かめ られ たが、地域

の一員 としての意識 を高め、地域の活動等 に積極的に参加 しよ うとす るなどの意欲や態度

までには至 らなか った。 今後 は、 さ らに活動や内容 を検討す るとともに、地域の一員 とし

ての意識や 自覚を高め る子 ど もの姿を実践を通 して明 らか に してい くことが求 め られ る。
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